
Photovoltaic power plant

赤城西麓中央管理事務所

平成21年度

農業農村整備における再生可能エネルギー導入支援モデル事業

平成22年度

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

グリーン電力基金

赤城西麓土地改良区太陽電池発電所

2011年3月11日 発電開始

発電能力 ： 20kW

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ ： 114枚

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ ： 2基

ﾃﾞｰﾀ収集装置 ： 一式

事業費 ： 25,000千円

予測発電量 ： 21,160kWh/年

予測Co2削減量 ： 8.99t-C02/年

2022/ 4

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ ﾃﾞｰﾀ収集装置



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発電

予測
1,973 2,217 1,693 1,721 1,878 1,364 1,544 1,518 1,597 1,805 1,737 2,113

平均

発電
2,438 2,530 2,116 2,034 2,139 1,852 1,886 1,895 1,949 2,090 2,104 2,382

導入前

平均料
114,083 101,259 103,255 109,603 118,780 113,808 102,295 106,712 116,069 114,967 120,222 112,685

導入後

平均料
54,070 47,925 52,086 55,913 63,856 60,901 50,408 53,240 54,823 54,269 56,199 52,689
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発電予測（年間） 21,160kWh

平均発電実績（H23～R3） 25,200kWh

平均売電実績（H23～R3） 12,431kWh

導入前平均電力料（H17～H21） 1,333,738円

導入後平均電力料（H23～R3） 656,380円

平均売電料（H23～R3） 278,453円

発電予測と発電実績

太陽光発電システムの概略

南側立面図

無線LAN対応啓発システム
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データ収集装置
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無線LAN
アクセスポイント

パワーコンディショナ
10kW x2

37V液晶ディスプレイ

無線LAN対応
タブレット端末

ＨＵＢ

ディスプレイ

多結晶の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ（公称最大出力180Ｗ）を114枚使用し

屋根南面に20kWの太陽電池ｱﾚｲを設置。

外壁面に設置した10kWのﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ2台に接続しています。

無線LANとﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の

使用によりｼｽﾃﾑの活用ｴﾘｱが

広がります。

専用ｿﾌﾄにより、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲには鮮やかでｲﾝﾊﾟｸﾄのある表示が可能。

発電量・環境問題など20種類以上の画面を搭載しており、

啓発効果が期待できます。

ﾃﾞｰﾀ収集装置で計測・記録された

発電量などのﾃﾞｰﾀは、ｸﾞﾗﾌや帳票

で確認できます。


